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はじめに 

 津市には１０の市町村が合併したことにより文化芸術活動の拠点となる文化

センター及びホール施設（以下「文化センター等」といいます。）がそれぞれ

の地域に整備されており、様々な文化芸術活動が展開されています。 

 また、現在（仮称）津市久居ホールの整備を進めています。 

こうした多くの文化センター等があるといった本市の優位性をいかし、それ

ぞれの施設の規模や利用状況等を踏まえた各施設の今後の運営や整備の方向性

を明らかにした上で相互の連携のもと、本市の文化芸術活動の更なる振興につ

なげていくため、既存の文化センター等について整備運営方針を定めるもので

す。 

 

 ◆既存の文化センター等 

施設名 竣工 ホール席数 

津リージョンプラザお城ホール 昭和 62年 605 

津市白山総合文化センターしらさぎホール 平成 16年 595 

津市サンヒルズ安濃ハーモニーホール 平成８年 600 

津市芸濃総合文化センター市民ホール 平成８年 445 

津市美里文化センター文化ホール 平成６年 336 

津市サンデルタ香良洲多目的ホール 平成６年 400 

津市美杉総合文化センター多目的ホール 平成 26年 300 

津市河芸公民館大ホール 昭和 53年 504 

津市一志農村環境改善センター多目的ホール 昭和 62年 370 

津市アストプラザアストホール 平成 13年 270 

津市センターパレスホール 昭和 60年  552※ 

 ※イスのみ使用時の収容人員 
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第１章 基本的な考え方 
１ 文化センター等の果たすべき役割 
文化センター等の在り方については、平成２４年６月、劇場、音楽堂等

の活性化を通じて、実演芸術の振興を図り、心豊かな国民生活及び活力あ

る地域社会の実現への寄与すること等を図るため「劇場、音楽堂等の活性

化に関する法律」（以下「劇場法」といいます。）が施行され、この中で、

地方公共団体は、地域の実演芸術の振興を図るため文化芸術基本法の基本

理念を踏まえ、当該地方公共団体の区域内の劇場、音楽堂等を積極的に活

用した施策展開が求められています。 

本市の既存の文化センター等においては、地域の文化芸術活動の拠点と

しての活用や貸館施設として市内外からの文化芸術活動を始め講演等の場

としての活用が図られてきていますが、その運営に当たっては貸館を主に

した状況であり、またその利用率も低い施設が多い状況となっています。 

こうした状況を踏まえ、本市の文化センター等について、市民の文化芸

術の拠点として活性化及び劇場法に基づく運営が図れるよう、次のとおり

位置付け、それぞれの役割が的確に果たしていけるよう管理運営を行いま

す。 

⑴ 文化ホール 
 

 

 

 本市が有する文化センター等のうち、津リージョンプラザお城ホール

及び津市白山総合文化センターしらさぎホールは、設置地域における地

域文化芸術団体の発表の場及び活動拠点であるとともに、ホール規模や

設備機能等から、劇場法の趣旨を踏まえた広く市域全域を対象とした拠

点施設としての役割を果たしていく「文化ホール」と位置付け、次の基

本的な考え方に基づき、管理運営を行うものとします。 

なお、現在整備を進めている（仮称）津市久居ホールについても「文

化ホール」と位置付け、その役割を果たしていくものとします。 

津リージョンプラザお城ホール、津市白山総合文化センターしらさ

ぎホール、（仮称）津市久居ホール 
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ア 劇場法を踏まえた拠点施設としての事業等の提供 

     劇場法の前文において、「劇場、音楽堂等は、文化芸術を継承し、

創造し、及び発信する場であり、人々が集い、人々に感動と希望をも

たらし、人々の創造性を育み、人々が共に生きる絆を形成するための

地域の文化拠点である。また、劇場、音楽堂等は、個人の年齢若しく

は性別又は個人を取り巻く社会的状況等にかかわりなく、全ての国民

が、潤いと誇りを感じることのできる心豊かな生活を実現するための

場として機能しなくてはならない。その意味で、劇場、音楽堂等は、

常に活力ある社会を構築するための大きな役割を担っている。 

さらに現代社会においては、劇場、音楽堂等は、人々の共感と参加

を得ることにより「新しい広場」として、地域コミュニティの創造と

再生を通じて、地域の発展を支える機能も期待されている。また、劇

場、音楽堂等は、国際化が進む中では、国際文化交流の円滑化を図り、

国際社会の発展に寄与する「世界への窓」にもなることが望まれる。 

このように、劇場、音楽堂等は、国民の生活においていわば公共財

ともいうべき存在である。」とされています。 

こうした劇場、音楽堂等のあるべき姿を踏まえ、文化ホールにおい

ては、各施設の現状や特性を踏まえた自主事業を行います。 

また、高度かつ多彩な鑑賞事業を始め、発表機会の提供や創造、交

流など活動拠点としての魅力ある事業の充実を図るためには専門的知

識、能力を有する人材の育成が必要となります。 

ア 劇場法を踏まえた拠点施設としての事業等の提供 

・全市域を対象とした劇場法の趣旨に基づく事業展開の推進 

・高度かつ専門的な知識、能力を有する職員の確保、育成 

イ 地域文化芸術活動の発表の場の提供と支援 

  ・地域文化芸術活動の発表の場の提供 

・地域文化芸術活動の次世代への伝承及び育成への支援 

ウ 効果的、効率的な管理運営の推進 

  ・経営の視点を踏まえた管理運営の実施 
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このことから、文化振興課に文化ホール及び創造ホールを担当する

職員並びにホール施設の管理運営を総括する職員を配置し、各事業の

実施に係る連携及び事業の実施等によって得られた成果や課題等の情

報共有を図り、改善策など施設運営に反映していきます。 

 

イ 地域文化芸術活動の発表の場の提供と支援 

     市民による地域文化芸術活動の成果を広く発表することは、これら

の活動に取り組む市民の更なる取組意識の向上や、市民による文化芸

術活動の拡大等において非常に重要となります。 

 各文化ホールは劇場法を踏まえた拠点施設であるとともに、設置地

域におけるホールとしての機能を併せ持つことから、それぞれの地域

における地域文化芸術活動の発表の場としての機能も果たすよう事業

展開を図ります。 

また、地域文化芸術活動の振興に当たっては、発表の場の提供に加

え、地域に根付いたこれらの活動の次世代への確実な伝承や育成が必

要となります。 

このことから、文化ホールの管理運営においては、設置地域で展開

されている地域文化伝承活動の実施に当たっての施設使用の配慮や当

該地域における地域文化芸術活動の確実な伝承及び活動家の取組に対

する積極的な支援を行います。 

 

ウ 効果的、効率的な管理運営の推進 

文化ホールは、全市域を対象とした高度かつ多彩な実演芸術に触れ

る機会の提供、文化芸術活動の発表の場の提供及び文化芸術活動の拠

点施設としての役割を担うものですが、この役割を的確に果たしてい

くためには、一定の財政負担を伴うこととなります。 

一方、人口減少の進展や合併特例債の発行期間の期限内での活用、

また、平成２８年度からの普通交付税に係る合併算定替の段階的な縮

減など財政運営に当たっての転換期を迎えています。 

こうした状況を踏まえ将来に渡って安定した管理運営を行っていく
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ため、経費の縮減とともに利用率の向上に向けた取組や新たな財源の

確保など、常に施設経営の視点を踏まえ効果的で効率的な管理運営を

行います。 

 

⑵ 創造ホール 
    

 

市内の文化団体等が日々の練習や発表の機会に向けた稽古に取り組む

とともに、新たな作品を創造するための活動が公共施設等を利用して行

われていますが、練習等の場が確保しづらいといった声もあります。よ

り充実した活動や新たな作品を創造していくためには、施設機能の充実

した発表の場に近い環境で取り組むことが本市の文化芸術活動の活性化

や優れた作品づくりなど文化活動の向上につながります。 

津市サンヒルズ安濃ハーモニーホールは、施設の利用実績は低くなっ

ていますが、津市所有のホールの中でも比較的舞台が広く設備も充実し

ており実績からも作品の創作、稽古が行える環境が整っています。 

    こうした状況を踏まえ、津市サンヒルズ安濃ハーモニーホールについ

ては、設置地域における地域文化芸術団体の発表の場及び活動拠点であ

るとともに、市内の文化活動の更なる活性化を図るための市域全域を対

象とした創造拠点として「創造ホール」と位置付け、次の基本的な考え

方に基づき、管理運営を行うものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津市サンヒルズ安濃ハーモニーホール 

ア 多様な文化芸術活動の創造拠点としての場の提供 

・市内全域を対象とした創造拠点としての場の提供 

・多くの活動家に利用しやすい環境づくり 

イ 地域文化芸術活動の発表の場の提供と支援 

  ・地域文化芸術活動の発表の場の提供 

・地域文化芸術活動の次世代への伝承及び育成への支援 

ウ 創造ホールとして利用しやすい管理運営の推進 

  ・利用ニーズを踏まえた柔軟な管理運営体制の構築 
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   ア 多様な文化芸術活動の創造拠点としての場の提供 

施設機能の充実した津市サンヒルズ安濃ハーモニーホールを多様な

文化芸術活動の創造拠点として利用しやすい施設環境を整えるととも

に、利用方法についても利用ニーズを踏まえた柔軟な対応ができるよ

うにしていくことで、多くの人が常に利用されているホールを目指し

ます。 

 

イ 地域文化芸術活動の発表の場の提供と支援 

     市民による地域文化芸術活動の成果を広く発表することは、これら

の活動に取り組む市民の更なる取組意識の向上や市民による文化芸術

活動の拡大等において非常に重要となります。 

 津市サンヒルズ安濃ハーモニーホールは全市域における文化芸術活

動の創造拠点であるとともに、設置地域におけるホールとしての機能

を併せ持つことから、それぞれの地域における地域文化芸術活動の発

表の場としての機能も果たすよう事業展開を図ります。 

また、地域文化芸術活動の振興に当たっては、発表の場の提供に加

え、地域に根付いたこれらの活動の次世代への確実な伝承や育成が必

要となります。 

このことから、津市サンヒルズ安濃ハーモニーホールの管理運営に

おいては、設置地域で展開されている地域文化伝承活動の実施に当た

っての施設使用の配慮や当該地域における地域文化芸術活動の確実な

伝承及び活動家の取組に対する積極的な支援を行います。 

 

   ウ 創造ホールとして利用しやすい管理運営の推進 

     「創造ホール」としての役割を果たしていくためには、施設利用に

係る負担の軽減や長期の継続利用等が必要となります。 

     こうした状況を踏まえ、施設使用料については利用によって生じる

光熱水費の現状を踏まえた料金設定や地域ホールとしての利用実績を

踏まえた長期利用の許可制度の導入などを行うことで利用率の向上を

図ります。 



 

7 

 

⑶ 地域ホール（地域ホールに類する機能を有するホールを含みます。） 
 

 

 

 

 

津市芸濃総合文化センター市民ホール、津市美里文化センター文化ホ

ール、津市サンデルタ香良洲多目的ホール及び津市美杉総合文化センタ

ー多目的ホールについては、ホール規模や設備・機能等の現状を踏まえ、

主に設置地域を対象とした文化芸術活動の拠点及び発表の場を提供して

いくという役割とともに、住民の福祉向上や地域振興活動など多目的な

利用に供する「地域ホール」として次の基本的な考え方に基づき、管理

運営を行うものとします。 

また、現在、設置地域における文化芸術活動の拠点及び発表の場とし

て利用されている津市河芸公民館大ホール及び一志農村環境改善センタ

ー多目的ホールについても「地域ホール」としての役割を担う施設とし

て管理運営を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 多目的ホールとしての地域活動の発表の場の提供と支援 

     市民による地域文化芸術活動を始め様々な活動の成果を広く発表す

ることは、これらの活動に取り組む市民の更なる取組意識の向上や、

市民活動の更なる拡大等において非常に重要となります。 

地域ホールについては、地域における地域文化芸術活動の発表の場

津市芸濃総合文化センター市民ホール、津市美里文化センター文化

ホール、津市サンデルタ香良洲多目的ホール、津市美杉総合文化セ

ンター多目的ホール、津市河芸公民館大ホール、津市一志農村環境

改善センター多目的ホール 

ア 多目的ホールとしての地域活動の発表の場の提供と支援 

  ・地域活動の発表の場の提供 

・地域活動の次世代への伝承及び育成への支援 

イ 利用実態を踏まえた管理運営体制の推進 

  ・利用実態を踏まえた経営の効率化 

  ・文化ホールとの連携による管理運営体制の確保 
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としての機能も果たすよう事業展開を図ります。 

また、地域活動の振興に当たっては、発表の場の提供に加え、文化

芸術活動を始め地域に根付いたこれらの活動の次世代への確実な伝承

や育成が必要となります。 

このことから、地域ホールの管理運営においては、設置地域で展開

されている地域活動の実施に当たっての施設利用の配慮や当該地域に

おける地域活動の確実な伝承及び活動家の取組に対する積極的な支援

を行います。 

 

イ 利用実態を踏まえた管理運営体制の推進 

地域の活動拠点施設としての利用実態を踏まえ、管理運営体制の見

直しや委託業務等の共同化などにより、将来にわたってその役割が果

たせるよう経営の効率化を図ります。 

また、地域ホールの管理運営に当たり文化芸術活動の振興の観点か

ら、文化ホールを担当する職員との情報共有及び連携を密にし、舞台

技術の向上や利用者への支援体制の確保を図ります。 

 

⑷ その他のホール 
 

 

津市アストプラザアストホールについては、本市の玄関口である津駅

前に立地する特性から、多様なニーズに対応するホールとして位置付け

られています。 

また、津市センターパレスホールについては、産業の発展に寄与する

ことを目的として設置しており、懇親会や講演会のほか企業イベントの

開催等に利用されています。 

こうした利用実態を踏まえ、これらの施設については「その他ホール」

として文化芸術活動の補完的な施設として位置付け、現状の設置目的を

踏まえた管理運営を行います。  

津市アストプラザアストホール、津市センターパレスホール 
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第２章 文化ホール及び創造ホールの現状と課題 
■津リージョンプラザ 
１ 津リージョンプラザの概要 
  津リージョンプラザは、津市役所本庁舎に隣接し、お城ホール、展示・

会議施設、津市中央保健センター及び津市津図書館からなる複合施設で、

住民の教育、健康、文化等の広域サービスシステムの中核施設として昭和

６２年に誕生しました。最寄りの近鉄津新町駅まで徒歩で約１０分と利便

性も高いことから、毎年４０万人を超える来館者があります。 

施設の概要 

所在地 津市西丸之内２３番１号 

設置目的 住民の教育、文化等の向上並びに健康及び福

祉の増進を図るため 

併設施設 お城ホール、展示・会議施設、津市中央保健

センター、津市津図書館 

着工 昭和６１年１月 

竣工 昭和６２年５月 

敷地面積 ５，４４０㎡ 

建築面積 ３，２６０㎡ 

延床面積 ９，４９３㎡ 

ホール･展示･会議施設 ２，８４０㎡ 

図書館 ３，０６８㎡ 

保健センター ９６７㎡ 

共用部分 ２，６１８㎡ 

規模・構造 地下１階地上３階（一部５階）建て鉄骨鉄筋

コンクリート造 

駐車場 ４５１台 
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ホール等貸館施設の概要 

お
城
ホ
ー
ル 

客席 600席 車椅子席 5席 

舞台 間口 13ｍ×高さ 7.5ｍ×奥行 13ｍ 

楽屋 楽屋 (洋室 2室、和室１室)、 控室 2室 

シャワー室 2室 

音響反射板 あり 

ピアノ台数 スタインウェイ 1台、ヤマハ 1台 

舞台操作員数 4名 

リハーサル室 1室 

展
示
・
会
議
施
設 

生活文化情報セン

ター(展示室) 

1室 

ギャラリー 1か所 

会議室 洋室 5室、和室 1室 

 

⑴ 施設の現状 
津リージョンプラザは開館後３０年余りが経過しており、今後、受変

電設備及び空調設備などの長寿命化やお城ホールの客席天井の改修等が

必要となっています。 

 

２ お城ホール等の利用の現状と課題 
⑴ お城ホール 
◆平成２４年度から平成２８年度までのお城ホール平均利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １６２日 １１４日 ２７６日 

利用日 １０３日 １１１日 ２１４日 

利用率 ６３．６％ ９７．４％ ７７．５％ 
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◆平成２８年度 お城ホールの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １５７日 １１２日 ２６９日 

利用日 １０３日 １１１日 ２１４日 

利用率 ６５．６％ ９９．１％ ７９．６％ 

 

  過去５年間におけるお城ホールの平均利用率は、平日６３．６％、土

・日・祝日９７．４％、年間平均７７．５％で津市所有のホールの中で

最も高い利用率となっています。 

特に土・日・祝日については利用率が高いことから、毎月抽選会を行

い予約者の決定を行っていますが、市の自主事業等を月２回程度行って

いることもあり、希望の日の予約が取りづらい状況です。 

また、平日の利用状況については比較的予約に余裕があることから、

市の自主事業等の実施日の見直しも含め、平日の利用促進につながる新

たな取組が求められます。 
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   ◆平成２８年度 お城ホールの利用内容別の実績 

催し物 

ジャンル 

お城ホール行事数(件) 構成比 

(%) 市 国県 一般 計 

文
化
芸
術 

音楽 7 0 75 82 52.3 

演劇 2 0 2 4 2.5 

舞踊 1 0 10 11 7.0 

映画･文化祭等 5 0 8 13 8.3 

上
記
以
外 

講演会 19 4 9 32 20.4 

大会・式典 3 3 5 11 7.0 

その他 1 0 3 4 2.5 

計 38 7 112 157 100.0 

 

◆平成２８年度 お城ホールの入場者数       （単位：人） 

催し物 

ジャンル 
市 国県 一般 計 

文
化
芸
術 

音楽 2,100 0 20,270 22,370 

演劇 800 0 1,000 1,800 

舞踊 200 0 2,460 2,660 

映画･文化祭等 1,740 0 2,730 4,470 

上
記
以
外 

講演会 5,520 1,300 3,450 10,270 

大会・式典 1,500 1,000 2,100 4,600 

その他 300 0 1,350 1,650 

計 12,160 2,300 33,360 47,820 

構成比 25.4% 4.8% 69.8% 100.0% 

※ その他は、文化芸術以外のジャンルが複合した催し物など 

 

お城ホールの利用内容をジャンル別に見てみると、音楽ジャンルの利

用が５２．３％で、演劇や舞踊などの利用を合わせると文化芸術活動と

しての利用は７０．１％、年間入場者数３１，３００人となっています。 

多くの皆さんに文化芸術活動の拠点として利用されており、文化芸術
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に触れ合う鑑賞の場としての利用が期待されます。 

 

⑵ リハーサル室 
◆平成２８年度 リハーサル室の利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９２日 １１６日 ３０８日 

利用日 １７０日 ９５日 ２６５日 

利用率 ８８．５％ ８１．９％ ８６．０％ 

リハーサル室は、ホールの利用者が優先的に利用できる規則になって

いますが、ホールとの同時利用がない場合には単独による貸出しを行っ

ており利用率も高くなっています。 

 

⑶ 展示施設 
◆平成２８年度 生活文化情報センターの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９１日 １１５日 ３０６日 

利用日 １０６日 ７６日 １８２日 

利用率 ５５．５％ ６６．１％ ５９．５％ 

 

◆平成２８年度 ギャラリーの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９２日 １１５日 ３０７日 

利用日 ７７日 ６０日 １３７日 

利用率 ４０．１％ ５２．２％ ４４．６％ 

 

    生活文化情報センター及びギャラリーは、主に展示の場として利用さ 

れており、生活文化情報センターの利用率は、平日５５．５％、土・日・

祝日６６．１％、年間平均５９．５％となっています。 

また、生活文化情報センターに隣接しオープンな空間であるギャラリ

ーの利用率は、平日４０．１％、土・日・祝日５２．２％、年間平均４
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４．６％となっています。 

    展示施設としては比較的、利用はあるものの常に津リージョンプラザ

に行けば何かしらの展示がされており、文化芸術に触れることができる

空間とするためにも更なる利用促進を図ることが必要です。 

また、津リージョンプラザの展示施設では、商業目的の利用や作品等

の販売を行うことはできませんが、市民の方から「作品の販売などを行

うことはできないのか」という問合せもあり、今後は、利用拡大のため

にも柔軟な貸館体制が求められています。 

 

⑷ 会議施設 

◆平成２８年度 会議室１から会議室６までの平均利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９１日 １１６日 ３０７日 

利用日 １７１日 ８７日 ２５８日 

利用率 ８９．５％ ７５．０％ ８４．０％ 

 

会議室は５室の洋室と１２畳の和室が１室あり、利用率は、平日８９．

５％、土・日・祝日が７５．０％と、６室の平均利用率は８４。０％と

比較的高い利用率を確保しています。インターネットによる予約や当日

の利用も可能であることから、急な会議や集まりにも利用していただく

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

第１会議室 洋室 定員２４名 

第２会議室 洋室 定員３８名 

第３会議室 洋室 定員２４名 

第４会議室 洋室 定員１２名 

第５会議室 洋室 定員１２名 

第６会議室 和室 定員１０名 
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⑸ 予約申請手続の状況 
施設名 予約方法 

お城ホール                  利用日の１０か月前の月の初日から当日まで予約

可能。月の初日に予約が重複する際には抽選会を

実施。窓口にて正式な申請を行い、使用許可の際

に現金払い。 

インターネット予約不可 

リハーサル室 お城ホールと併用して利用する場合は、ホール利

用者が優先的に予約できる。窓口にて申請を行

い、使用許可の際に現金払い。ホールとの同時利

用がない場合に限り、利用日の２か月前から予約

が可能。 

インターネット予約不可 

生活文化情報セ

ンター、ギャラ

リー 

利用日の１０か月前の月の初日から当日まで予約

可能。月の初日に予約が重複する際には抽選会を

実施。窓口にて正式な申請を行い、使用許可の際

に現金払い。 

インターネット予約不可 

会議室 利用日の１０か月前の月の初日から当日まで予約

可能。使用許可の際に現金払い。 

インターネットによる予約可能。予約は利用日の

１０か月前の月の８日から利用日の７日前まで。 

お城ホール、リハーサル室及び展示・会議施設は、使用しようとする

日の属する月の１０か月前から利用申請を受け付けていますが、津リー

ジョンプラザに来館し使用許可の申請を行う必要があります。 

現在、会議室にはインターネットを活用した予約システムを導入して

いますが、お城ホールや展示施設については、電話やインターネットを

活用した予約は行っていません。 

今後、利用率及び利便性の向上の観点から、インターネットによる予

約システムの導入を進めていくことが必要となっています。 
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⑹ お城ホール等の施設経営の現状 
   ◆歳入・歳出の現状（平成２４年度から平成２８年度まで） 

   ＜歳入＞ 

内    容 ５年間平均 
（平成２４年度から平成２８年度まで） 

貸
館
使
用
料 お城ホール ３，９９２千円 

楽屋等 ６５５千円 

リハーサル室 １，０５９千円 

設備器具等 ９，４８８千円 

生活文化情報センター １，１４７千円 

会議室 ２，８４６千円 

行政財産使用料 ７３千円 

広告掲載料 １６千円 

電気代等負担金 ８８千円 

合  計  １９，３６４千円 

   ※ 行政財産使用料、広告掲載料、電気代等負担金は、津市津図書館、

津市中央保健センター等との面積按分により算出 

 

 

   ＜参考＞   

平成２８年度 お城ホール等の減免状況 

ホール関係 ３，６３１千円 

展示・会議施設関係 ３，８８９千円 

減免額合計 ７，５２０千円 
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   ＜歳出＞ 

内    容 ５年間平均 
（平成２４年度から平成２８年度まで） 

光熱水費 １１，０８５千円 

消耗品費 ５９７千円 

委託料 ３９，５７７千円 

施設修繕料 ２，６３４千円 

燃料費 ３千円 

備品購入費 １，２７３千円 

賃金・人件費 ３４，３４２千円 

旅費  ９千円 

印刷製本費  １，００３千円 

備品修繕料 ２１０千円 

医薬材料費 １千円 

通信運搬費 ３８０千円 

手数料  ６千円 

火災保険料  ４８千円 

使用料及び賃借料 ６１千円 

原材料費  １千円 

負担金 １３千円 

利子及び割引料、還付金 １９千円 

合  計 ９１，２６２千円 

   ※ 津市津図書館、津市中央保健センター等の共通経費は、面積按分に

より算出 

 

お城ホール等の貸館施設の歳入は、施設使用料と貸館施設としての使

用料と舞台で使用する備品等の設備器具使用料のほか行政財産使用料等

で、過去５年間平均の歳入は、１，９３６万４千円となっています。 

設備器具使用料は収入の大きな要素であり照明や音響効果などの演出

に力を入れた公演は、備品や電源の使用など附帯設備の利用が多くなる



 

18 

 

など、収入に大きく影響します。 

また、お城ホールや展示・会議施設など貸館施設の運営に係る歳出に

ついては施設の保守点検や舞台管理等の委託料、光熱水費及び人件費が

主な支出であり、過去５年間平均の歳出は、９，１２６万２千円となっ

ています。 

貸館施設部分の歳出の額９，１２６万２千円に対し、歳入は１，９３

６万４千円となっており、収支比率は２１．２％となっています。 

こうした状況を踏まえ、将来にわたって施設運営を行っていくため、

演出に力を入れた公演や平日利用の促進など利用率の向上に向けた取組

や維持管理経費の縮減に向けた取組が必要となっています。 
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■津市白山総合文化センター 
１ 津市白山総合文化センターの概要 
津市白山総合文化センターは、豊かな自然に恵まれた環境の中に位置し、

しらさぎホール（展示・研修施設等含む。）、津市うぐいす図書館からなる

複合施設で、住民の教育、文化等の向上並びに福祉の増進を図るために平

成１６年に誕生しました。当該施設は、近鉄大三駅から徒歩で約１５分程

度の距離で、施設の駐車場が広く自家用車を利用した来館者が多い傾向に

あります。 

 

施設の概要 

所在地 津市白山町二本木１１３９番地２ 

設置目的 本市における住民の教育、文化等の向上並びに 

福祉の増進を図るため 

併設施設 しらさぎホール、津市うぐいす図書館 

着工 平成１５年３月 

竣工 平成１６年７月 

敷地面積 １９，０６５㎡ 

建築面積 ４，６９７㎡ 

延床面積 ５，６０６㎡ 

ホール･研修施設等 ３，５３０㎡ 

図書館 １，０３０㎡ 

共用部分 １，０４６㎡ 

規模・構造 地上４階 地下１階 鉄筋コンクリート造 

一部鉄骨造 

駐車場 ３８２台 
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ホール等の貸館施設の概要 

し
ら
さ
ぎ
ホ
ー
ル 

客席 592席 車椅子席 3席 

舞台 間口 17ｍ×高さ 7.5ｍ×奥行 11.5ｍ 

楽屋 楽屋 (洋室 4室) 

シャワー室 2室 

音響反射板 あり 

ピアノ台数 ヤマハ 2台 

舞台操作員数 2名～3名 

展
示
・
研
修
施
設
等 

多目的室 1室 

まちのギャラリー 1か所 

研修室 洋室 3室 

和室 2室(連結可) 

屋外ステージ 1か所 

 

⑴ 施設の現状 
津市白山総合文化センターは開館から１３年で、長寿命化に向けた対

策を行う時期には至っていませんが、文化ホールとして音響設備及び照

明設備の機能向上やしらさぎホール及びうぐいす図書館の客席天井の改

修等が必要となっています。 

 

２ しらさぎホール等の利用の現状と課題 
⑴ しらさぎホール 
◆平成２４年度から平成２８年度までのしらさぎホール平均利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １７９日 １１４日 ２９３日 

利用日 ４６日 ５８日 １０４日 

利用率 ２５．７％ ５０．９％ ３５．５％ 
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◆平成２８年度 しらさぎホールの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １７９日 １１６日 ２９５日 

利用日 ５３日 ５６日 １０９日 

利用率 ２９．６％ ４８．３％ ３６．９％ 

 

過去５年間におけるしらさぎホールの平均利用率は、平日２５．７％、

土・日・祝日５０．９％、年間平均３５．５％と低い状況となっており、

利用促進に向けた新たな取組が求められています。 
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   ◆平成２８年度 しらさぎホールの利用内容別の実績 

催し物 

ジャンル 

しらさぎホール行事数(件) 構 成 比

（%） 市 国県 一般 計 

文
化
芸
術 

音楽 8 1 15 24 42.9 

演劇 0 5 1 6 10.7 

舞踊 1 0 0 1 1.8 

映画･文化祭等 4 1 1 6 10.7 

上
記
以
外 

講演会 9 1 2 12 21.4 

大会・式典 3 0 3 6 10.7 

その他 0 0 1 1 1.8 

計 25 8 23 56 100.0 

 

◆平成２８年度 しらさぎホールの入場者数     （単位：人） 

催し物 

ジャンル 
市 国県 一般 計 

文
化
芸
術 

音楽 3,219 200 4,110 7,529 

演劇 0 900 965 1,865 

舞踊 592 0 0 592 

映画･文化祭等 2,086 100 500 2,686 

上
記
以
外 

講演会 3,215 200 750 4,165 

大会・式典 1,100 0 1,392 2,492 

その他 0 0 1,200 1,200 

計 10,212 1,400 8,917 20,529 

構成比（%） 49.7 6.9 43.4 100.0 

   ※ その他は、文化芸術以外のジャンルが複合した催し物など 

 

    しらさぎホールの利用内容をジャンル別に見てみると、音楽ジャンル

の利用が４２．９％で、演劇や舞踊などの利用を合わせると文化芸術活

動としての利用は６６．１％、年間入場者数１２，６７２人となってい

ます。 
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利用者も市及び国県の利用が全体の約６０％となっており、一般利用

の促進が求められます。 

ジャンル別に見てみると文化芸術活動の拠点として利用割合が高いも

のの利用率を踏まえると、新たな文化芸術の拠点としての利用促進が求

められます。 

 

⑵ 多目的室 
◆平成２８年度 多目的室の利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９０日 １１６日 ３０６日 

利用日 ８２日 ５３日 １３５日 

利用率 ４３．２％ ４５．７％ ４４．１％ 

 

    多目的室は、ホール使用の際のリハーサル室としての機能や実演芸術

の練習の場、少規模の催しなど多目的に利用されています。 

利用率は、平日４３．２％、土・日・祝日４５．７％、年間平均    

４４．１％となっており、しらさぎホールの利用に比べ利用率は高くな

っていますが、多目的に利用できる場として、更なる利用促進に向けた

取組を行っていく必要があります。 

 

⑶ まちのギャラリー 
◆平成２８年度 まちのギャラリーの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９０日 １１６日 ３０６日 

利用日 ２３日 ３１日 ５４日 

利用率 １２．１％ ２６．７％ １７．６％ 

 

    回廊に面し、自然光あふれるまちのギャラリーは、スライドパネルで

細かく仕切れる構造となっており、地元芸術家の個展や白山文化協会及

び公民館講座の作品展示が主な利用となっています。 
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利用率は、平日１２．１％、土日祝日２６．７％、年間平均１７．

６％となっており、地域の様々な活動の発表の場としての利用促進に向

けた取組を行っていく必要があります。 

 

 ⑷ 研修室 
◆平成２８年度 研修室１から研修室３までの平均利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９０日 １１６日 ３０６日 

利用日 ８３日 ３０日 １１３日 

利用率 ４３．７％ ２５．９％ ３６．９％ 

 

３つの研修室は、習字やフラワーアレンジメント、将棋などの教室や

サークル活動に利用されています。 

利用率は、平日４３．７％、土・日・祝日２５．９％、年間平均３６．

９％となっており、地域の様々な活動の場としての利用促進に向けた取

組を行っていく必要があります。 

 

 ⑸ 和室 
◆平成２８年度 和室Ａ及び和室Ｂの平均利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９０日 １１６日 ３０６日 

利用日 ２５日 ２４日 ４９日 

利用率 １３．２％ ２０．７％ １６．０％ 

 

茶道用具一式が配備されている和室は、和室Ａ及び和室Ｂを一部屋と

して利用することができます。 

利用率は、平日１３．２％、土・日・祝日２０．７％、年間平均１６．

０％となっており、和室を活用した活動の場としての利用促進に向けた

取組を行っていく必要があります。 
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⑹ 屋外ステージ 
◆平成２８年度 屋外ステージの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９０日 １１６日 ３０６日 

利用日 ２日 １２日 １４日 

利用率 １．１％ １０．３％ ４．６％ 

 

屋外ステージでは吹奏楽のコンサートなどを開くことができますが、

図書館に近いことから音漏れに配慮する必要があり、屋外ステージの利

用率は、平日１．１％、土・日・祝日１０．３％、年間平均４．６％と

なっており、高校の文化祭の出店スペースやイベント開催時のくつろぎ

の場としての利用にとどまっています。 

屋外ステージが貸出しスペースとして利用できることのＰＲを含め 

利用率の向上に向けた取組が必要となっています。 
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⑺ 予約申請手続の状況 
施設名 予約方法 

しらさぎホール               利用日の６か月前の月の初日から利用日の２０日

前まで予約可能。窓口にて正式な申請を行い、使

用許可の際に現金払い又は振込み。 

インターネット予約不可 

多目的室 しらさぎホールと併用して利用する場合は、ホー

ル利用者が優先的に予約できる。 

しらさぎホールとの併用がない場合は、利用日の

６か月前の月の初日から利用日の前日まで予約可

能。窓口にて申請を行い、使用許可の際に現金払

い又は振込み。 

インターネット予約不可 

まちのギャラリ

ー、研修室、和

室、屋外ステー

ジ 

利用日の６か月前の月の初日から利用日の前日ま

で予約可能。窓口にて正式な申請を行い、使用許

可の際に現金払い又は振込み。 

インターネット予約不可 

 

しらさぎホール、多目的室、ギャラリー等は、使用しようとする日の

属する月の６か月前から利用申請を受け付けていますが、６か月前から

の受付は、利用者の準備等を踏まえると短いといった声もあり、また、

電話やインターネットを活用した予約を行っていません。 

今後、利用率及び利便性の向上の観点からインターネットによる予約

システムの導入を進めていくことが必要となっています。 
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⑻ しらさぎホール等の施設経営の現状 
◆歳入・歳出の現状（平成２４年度から平成２８年度まで） 

   ＜歳入＞ 

内    容 ５年間平均 
（平成２４年度から平成２８年度まで） 

貸
館
使
用
料 しらさぎホール １，０４１千円 

楽屋等 １１千円 

多目的室 ２１２千円 

設備器具等 １，４３９千円 

研修室・和室 ４１９千円 

まちのギャラリー ９千円 

屋外ステージ ５千円 

電気代等負担金 ４８千円 

合  計 ３，１８４千円 

※ 電気代等負担金は、津市うぐいす図書館との面積按分により算出 

 

 

   ＜参考＞   

平成２８年度 しらさぎホール等の減免状況 

ホール関係 ２，８３０千円 

展示・研修室関係 ８７４千円 

減免額合計 ３，７０４千円 
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   ＜歳出＞ 

内    容 ５年間平均 
（平成２４年度から平成２８年度まで） 

光熱水費 ７，０６６千円 

消耗品費 ５０９千円 

委託料 ８，９４８千円 

施設修繕料 １，４１０千円 

燃料費 ６８５千円 

備品購入費 ４千円 

賃金・人件費 ３２，０５０千円 

備品修繕料 ２４８千円 

医薬材料費  １千円 

通信運搬費 ３４９千円 

自動車修繕料  ４４千円 

手数料、保険料  ２２８千円 

使用料、賃借料  ２７４千円 

負担金  １千円 

合  計 ５１，８１７千円 

   ※ 津市うぐいす図書館との共通経費は、面積按分により算出 

 

しらさぎホール等の貸館施設の歳入は、施設使用料と舞台で使用する

備品等の設備使用料等で、過去５年間平均の歳入は、３１８万４千円と

なっています。 

また、しらさぎホールや展示・研修施設など貸館施設の運営に係る歳

出については施設の保守点検や舞台管理等の委託料、光熱水費及び人件

費が主な支出であり、過去５年間平均の歳出は、５，１８１万７千円と

なっており、歳出に占める歳入の割合は６．１％となっています。 

こうした状況を踏まえ、将来にわたって施設運営を行っていくため、

利用率の向上による使用料収入の増に向けた取組が急務となっています。 
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■津市サンヒルズ安濃 
１ 津市サンヒルズ安濃の概要 
津市サンヒルズ安濃は、住民の健康及び福祉を増進し、文化の向上と生

涯教育の振興を図るとともに、歴史的文化を継承し、地域社会の発展に寄

与することを目的に文化ホール・保健センター・福祉センター・図書館・

交流館からなる複合施設として平成８年に誕生しました。市内南北を結ぶ

グリーンロード（市道白山芸濃線）や高速道路のインターチェンジからも

近く、自動車を利用した場合、訪れやすい立地と言えます。 

施設の概要 

所在地 津市安濃町東観音寺４１８番地 

設置目的 住民の健康及び福祉を増進し、文化の向上と生

涯教育の振興を図るとともに、歴史的文化を継

承し、地域社会の発展に寄与するため 

併設施設 ハーモニーホール、ハーモニーホール附属会議

施設等、交流広場、津市安濃保健センター、津

市安濃福祉センター、交流館、津市安濃図書館 

着工 平成６年８月 

竣工 平成８年３月 

敷地面積 ３７，６００㎡ 

建築面積 ５，４９７㎡ 

延床面積 ７，７３７㎡ 

ホール･展示ギャラリ

ー等 

４，０５１㎡ 

図書館 １，０１８㎡ 

福祉センター １，７６８㎡ 

交流館 ７６４㎡ 

屋外倉庫等 １３６㎡ 

規模・構造 地上３階 地下１階 塔屋２階  

鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 

駐車場 ２０９台 
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ホール等貸館施設の概要 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

客席 596席 車椅子席 4席 

舞台 間口 15.3ｍ×高さ 8.0ｍ×奥行 11.2ｍ 

楽屋 楽屋 (洋室 2室、和室 1室)、楽屋事務室 

シャワー室 2室 

音響反射板 あり 

ピアノ台数 スタインウェイ 1台 

舞台操作員数 1名～4名 

リハーサル室 1室 

附
帯
施
設 

展示ギャラリー等 展示ギャラリー 1室 

会議室 1室 

 

⑴ 施設の現状 
津市サンヒルズ安濃は、開館から２１年が経過しており空調設備の遠

隔装置及び舞台機構やハーモニーホールの客席天井の改修等が必要とな

っています。 

 

２ ハーモニーホール等の利用の現状と課題 
⑴ ハーモニーホール 
◆平成２４年度から平成２８年度までのハーモニーホール平均利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １７７日 １１２日 ２８９日 

利用日 ２７日 ５１日 ７８日 

利用率 １５．３％ ４５．５％ ２７．０％ 
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◆平成２８年度 ハーモニーホールの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １７７日 １１５日 ２９２日 

利用日 ２２日 ４７日 ６９日 

利用率 １２．４％ ４０．９％ ２３．６％ 

 

ハーモニーホールは、音楽を主とした多目的ホールで、津市所有のホ

ールの中では舞台開口部の高さが最も高く音響については専門家から定

評がありますが、過去５年間におけるハーモニーホールの利用率は、平

日１５．３％、土・日・祝日４５．５％、年間平均２７．０％となって

おり、利用促進に向けた新たな取組が求められています。 

 

◆平成２８年度 ハーモニーホールの利用内容別の実績 

催し物 

ジャンル 

ハーモニーホール行事数(件) 構 成 比

（%） 市 国県 一般 計 

文
化
芸
術 

音楽 9 0 9 18 43.9 

演劇 0 0 0 0 0.0 

舞踊 0 0 0 0 0.0 

映画･文化祭等 1 0 1 2 4,9 

上
記
以
外 

講演会 10 0 2 12 29.3 

大会・式典 3 1 4 8 19.5 

その他 1 0 0 1 2.4 

計  24 1 16 41 100.0 
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◆平成２８年度 ハーモニーホールの入場者数    （単位：人） 

催し物 

ジャンル 
市 国県 一般 計 

文
化
芸
術 

音楽 3,496 0 1,800 5,296 

演劇 0 0 0 0 

舞踊 0 0 0 0 

映画･文化祭等 230 0 250 480 

上
記
以
外 

講演会 3,866 0 700 4,566 

大会・式典 380 400 1,200 1,980 

その他 596 0 0 596 

計 8,568 400 3,950 12,918 

構成比 （%） 66.3 3.1 30.6 100.0 

   ※ その他は、文化芸術以外のジャンルが複合した催し物など 

 

    ハーモニーホールの利用内容をジャンル別に見てみると、音楽ジャン

ルの利用が４３．９％で、映画、文化祭等の利用を合わせると文化芸術

活動としての利用は４８．８％、年間入場者数５，７７６人と、利用率

が低い状況となっています。 

利用者も市及び国県の利用が全体の約６０％となっており、一般利用

の促進が求められます。 

    一般の利用としてハーモニーホールは音楽ジャンルの利用としてコン

クール等に出場される団体の練習の場として利用されるといった特徴も

ありますが、音楽以外のジャンルの催しも行える機能が整っており、多

様なジャンルの文化芸術に関係する利用促進を図る必要があります。 
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⑵ リハーサル室 
◆平成２８年度 リハーサル室の利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９１日 １１５日 ３０６日 

利用日 ９９日 ６５日 １６４日 

利用率 ５１．８％ ５６．５％ ５３．６％ 

 

手ごろな広さのリハーサル室は、ホール使用とは別に単独で利用する

ことができ、利用率は平日５１．８％、土・日・祝日５６．５％、年間

平均５３．６％で、更なる利用促進が求められています。 

 

⑶ 展示ギャラリー 
◆平成２８年度 展示ギャラリーの利用実績 

区分 平日 土・日・祝日 計 

開館日 １９１ １１５ ３０６ 

利用日 ５２ ２８ ８０ 

利用率 ２７．２％ ２４．３％ ２６．１％ 

展示ギャラリーの利用率は、平日２７．２％、土・日・祝日２４．

３％、年間平均２６．１％となっており、現在は安濃町文化祭での作品

展示、東観中学校の生徒による文化祭の展示等に利用されていますが、

展示ギャラリーの利活用の方法について整理する必要があります。 

 

⑷ 交流広場 
  屋外ステージとしての活用が可能なオープンスペースとして設置して

いますが、現在、申請に基づく利用は行われていない状況で、利活用の

方法等について整理が必要です。 
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⑸ 予約申請手続の状況 
施設名 予約方法 

ハーモニーホー

ル              

利用日の６か月前の月の初日から利用日の２０日

前まで予約可能。窓口にて正式な申請を行い、使

用許可の際に現金払い又は振込み。 

インターネット予約不可 

リハーサル室 ハーモニーホールと併用して利用する場合は、ホ

ール利用者が優先的に予約できる。 

ハーモニーホールとの併用がない場合は、利用日

の６か月前の月の初日から利用日の３日前まで予

約可能。窓口にて申請を行い、使用許可の際に現

金払い又は振込み。 

インターネット予約不可 

展示ギャラリー 利用日の６か月前の月の初日から利用日の３日前

まで予約可能。窓口にて正式な申請を行い、使用

許可の際に現金払い又は振込み。 

インターネット予約不可 

交流広場 利用日の６か月前の月の初日から利用日の３日前

まで予約可能。窓口にて正式な申請を行い、使用

許可の際に現金払い又は振込み。 

インターネット予約不可 

 

ハーモニーホール、リハーサル室、展示ギャラリー及び交流広場は、

使用しようとする日の属する月の６か月前から利用申請を受け付けてい

ますが、６か月前からの受付は、利用者の準備等を踏まえると短いとい

った声もあり、また、電話やインターネットを活用した予約を行ってい

ません。 

今後、利用率及び利便性の向上の観点からインターネットによる予約

システムの導入を進めていくことが必要となっています。 
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⑹ ハーモニーホール等の施設経営の現状 
◆歳入・歳出の現状（平成２４年度から平成２８年度まで） 

   ＜歳入＞ 

内    容 ５年間平均 
（平成２４年度から平成２８年度まで） 

貸
館
使
用
料 ハーモニーホール １，４４１千円 

楽屋等 ２０９千円 

リハーサル室 ２７３千円 

ギャラリー ９８千円 

設備器具等 ６７１千円 

行政財産使用料 ４千円 

雑入 ３８千円 

電気代等負担金 ３０千円 

合  計 ２，７６４千円 

   ※ 行政財産使用料、雑入、電気代等負担金は、津市安濃図書館、津市

安濃保健センター等との面積按分により算出 

 

   ＜参考＞  

平成２８年度   ハーモニーホール等の減免状況 

ホール関係 ２，８６７千円 

展示室関係 ９９千円 

減免額合計 ２，９６６千円 
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   ＜歳出＞ 

内    容 ５年間平均 
（平成２４年度から平成２８年度まで） 

光熱水費 ５，５０１千円 

消耗品費 １６９千円 

委託料 １２，１７８千円 

施設修繕料 １，２７１千円 

燃料費 ９８千円 

人件費 １０，８７４千円 

印刷製本費  ２７千円 

備品修繕料 １８千円 

医薬材料費 ２千円 

通信運搬費 １６８千円 

広告料 ７千円 

手数料  １３千円 

火災保険料 ５２千円 

土地借上料 １３５千円 

テレビ受信料 １３千円 

施設管理負担金 １千円 

合  計 ３０，５２７千円 

※ 津市安濃図書館、津市安濃保健センター等との共通経費は、面積按

分により算出 

 

ハーモニーホール等の貸館施設の歳入は、施設使用料と舞台で使用す

る備品等の設備使用料等で、過去５年間平均の歳入は、２７６万４千円

となっています。 

また、ハーモニーホールやギャラリーなど貸館施設の運営に係る歳出

については施設の保守点検や舞台管理等の委託料、光熱水費及び人件費

が主な支出で、過去５年間平均の歳出は３，０５２万７千円となってお

り、歳出に占める歳入の割合は、９．１％となっています。 
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こうした状況を踏まえ、将来にわたって施設運営を行っていくため、

利用率の向上による使用料収入の増に向けた取組が必要となっています。 
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第３章 今後の文化ホール及び創造ホールの管理運

営の方向性 
１ 文化ホールの事業運営の方向性 
⑴ 津リージョンプラザ お城ホール 
 

 

 

津リージョンプラザお城ホールは、気軽に文化活動が行える場所として

長年にわたり多くの市民に親しまれてきました。 

「リージョンに行けば、何かやっている」と市民の皆さんに思っていた

だき、日常的に憩いと癒しが感じられる施設として、今後もお城ホールは、

子どもから高齢者まで広く市民が文化活動を行える場所であるとともに、

利用率が高く多くの人が集まる施設であるといった特性を踏まえ、劇場法

に基づく取組として質の高い文化芸術の鑑賞機会の提供を行い、笑顔と感

動を共に感じることができるホールとして運営していきます。 

具体的には、芸術レベルの向上、担い手育成の観点から需要の多い音楽

系の質の高い鑑賞事業及び鑑賞事業に併せたこれまでの体験や鑑賞作品の

解説等の講座の開催等に取り組みます。 

 

⑵ 白山総合文化センター しらさぎホール 
 

 

 

静かな山あいに位置する白山総合文化センターしらさぎホールは、多目

的室や研修室など、学びと交流を推進するための環境が整っており、白山

地域の美しい自然に恵まれた環境の中でこそ生まれる文化芸術の創造の場

としての新たな可能性が期待されます。 

こうした特性をいかし、劇場法に基づく取組として豊かな自然環境の中

質の高い文化芸術の鑑賞機会の提供の場として 

豊かな自然環境をいかした学びの場、体験の場、交

流の場として 
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で感じ、気付き、表現する力を身に着けるための、学びの場、体験の場、

交流の場としての運営を行っていきます。 

具体的には、人材育成の観点から、自然環境の中での体験を通じた表現

力を身に付けるための基礎講座の開催やこれから文化芸術活動に取り組も

うとする人たちの交流会の開催などに取り組みます。 

また、文化芸術と子どもたちの心をつなぐ催しとして、学校等が休みの

期間などに地域の子どもたちが参加し、発信できる演劇やダンス、絵画な

どの教室を開催し、子どもたちの能力を育むことができる環境を整えます。       

 

２ 創造ホールの事業運営の方向性 
⑴ サンヒルズ安濃 ハーモニーホール 

 

 

 

音楽、舞踊、演劇、伝統芸能などの実演芸術に取り組むに当たっては、

創作の場や稽古の場が必要となります。 

また、舞台作品を創出するためには、長期間の稽古と入念なリハーサル

が必要となりますが、防音性があり連続して利用することができるスペー

スが確保しづらいといった現状があります。 

ハーモニーホールは、津市所有のホールの中でも比較的舞台が広く、設

備も充実しており予約も取りやすく、連続して作品の創作、稽古が行える

環境が整っています。 

市民が文化活動や作品の準備に気軽に利用することが可能になれば、よ

り高いレベルを目指そうとする市民の活発な創作活動によってにぎわいを

持つ施設となり、市民に感動と希望をもたらす作品づくりにつながります。 

このことから、サンヒルズ安濃ハーモニーホールを『創造拠点』と位置

付け、市民が新しい発想で作品の内容を充実させ、向上に向けた取り組み

が行えるよう、利便性の高い柔軟な運営を行っていきます。 

具体的には、これまでの貸館実績を踏まえた上で、稽古としての利用や

創作活動を行う場合の長期利用を可能とする運営を行うとともに、長期利

多様な文化芸術活動の創造拠点として 
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用により創作した作品を活用して学校等への出前講座を実施することを長

期の貸館条件とすること等により、津市の文化芸術の普及、育成につなが

るよう取り組みます。また、地域や市内団体の利用状況を踏まえ、出前講

座や市内団体との交流・連携による技術力等の向上も視野に入れて、市外

の劇団等の利用誘致といったことも見据えた利用の向上に取り組みます。 

 

３ 施設経営の方向性 
⑴ 利用促進に向けて 
ア 積極的なＰＲ活動 

○優れた鑑賞作品の誘致や営業活動を行い、市民が日常的に文化芸術

に触れることができる機会を提供します。 

○しらさぎホールについては、専用駐車場が多く整備されている優位

性をいかし、車での来客が想定される事業誘致に向けたＰＲを行い

ます。 

○津市ホームページ（ＷＥＢページ）や関係団体へのダイレクトメー

ル等で、施設の利用方法など情報の提供を行うとともに、地元地域

の方々には、積極的に活用していただけるよう交渉し、発表の機会

を推進していきます。 

○文化ホール及び創造ホールについて、それぞれ特徴のあるホームペ

ージ（ＷＥＢページ）を作成し、公演情報や創造活動の周知、様々

な文化講座の詳しい紹介など、市民がホールに訪れたくなるような

情報の提供を行います。 

○より多くの方々に知っていただくために広報津に文化ホールの特集

や、イベントの詳細な情報を掲載するなど幅広い層に周知していき

ます。  
イ 利用者の利便性の向上 

○インターネット予約や使用料金の振込みの取扱いの導入を図るとと

もに、他施設の予約照会やインターネットの活用が難しい方につい

ては仮予約手続の代行など利便性の高い施設サービスに取り組みま



 

41 

 

す。 

○利用者からの提案や意見をいかしたサービス改善を行い、利用者に

とって心地よい環境を確保するとともに、利用者の期待に沿うサー

ビスを届けることで、リピーターを獲得し、今以上に市民から親し

まれる施設となるような運営に努めます。 

○ホールの予約開始時期を１２か月前とし、利用者の事前準備等の利

便性を向上します。 

○サンヒルズ安濃ハーモニーホールについては長期利用の許可制度の

導入を進めます。 

  

ウ 施設利用の多様化 

○津リージョンプラザお城ホールについては、土・日・祝日の市主催

の催し物を月１回までとし、一般利用の促進を図ります。また、津

リージョンプラザの展示室等の貸出しについては、展示利用のみな

らず文化に関わる催しについては広く利用できるものとします。 

○個展などで展示作品の販売の取扱いについては、自身の作品の価値

が明白になり、新たな文化芸術作品の創出が期待できるとともに購

入者も作品を直接手にすることで身近に文化芸術を感じることがで

きるなど、相乗効果が生まれることが考えられることから、生活文

化情報センター等において、営利目的の使用区分を設定し、作品の

販売を可能にすることで利用の促進を図ります。 

 

エ 施設使用料の見直し 

○施設使用料について、文化ホールとしての均衡を図るとともに、サ

ンヒルズ安濃ハーモニーホールについては創造活動として利用する

場合の利用料金の設定などの見直しを行います。 

 

オ 減免規定の見直し 

○施設使用料の減免の取扱いについては、合併前からの経過を踏まえ

整理を行います。 
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⑵ 歳出経費の縮減に向けて 
    文化ホール及び創造ホールの舞台管理操作業務や保守点検等の業務委

託について委託方法や業務内容等の見直しを行うなど、利用実績を踏ま

えた維持管理経費の縮減に継続して取組ます。 

 

⑶ 指定管理者制度の導入 
文化ホールについては、（仮称）津市久居ホールにおける指定管理者

制度の導入状況を踏まえ同制度の導入時期や在り方を整理します。 

 

ア 指定管理者制度導入に当たっての基本的な考え方 

指定管理者制度は、地方自治法において「公の施設」の管理に関し

民間事業者等が有するノウハウを活用することにより市民サービスの

質の向上を図っていくとともに、施設の設置目的を効果的に達成する

ため設けられた制度です。 

各ホールの利用実績を踏まえると施設が有効に活用されていない状

況であり、経営の改善が喫緊の課題となっています。 

また、劇場法に位置付けられた施策を着実に実施していくに当たっ

ては、民間事業者等の得意分野をいかすことによって弾力性や柔軟性

のある施設運営と良質なサービス提供を行うことが期待されるところ

であり、（仮称）津市久居ホールの指定管理者制度の導入状況を踏ま

え、各文化ホールにおける必要な修繕を行った上で同制度の導入時期

や在り方を整理します。 

文化ホールの運営に当たっては利用の公平性、平等性など市が設置

する公の施設としての運営が確保されるとともに、劇場法や平成２５

年に告示された「劇場、音楽堂等の事業の活性化のための取組に関す

る指針」を踏まえ、事業や業務の実施を行うことができる事業者を指

定管理者として選定します。 

 

イ 指定管理者と市との関係 

施設の管理運営は指定管理者において実施するものとしますが、特



 

43 

 

に本施設の管理運営の根幹に関わる自主事業の企画・実施に当たって

は、市との協議を十分に行った上で実施するものとします。 

 また、定期的に市と（仮称）事業推進会議を行うことにより、指定

管理者の事業実施や施設の管理に対して本市の文化行政に係る理念を

指定管理者に伝えることで、適切な管理運営に努めます。 

更に、市民目線に立った施設の管理運営を行うため、以下のような

方法で管理運営状況を把握していくことを検討し、市と指定管理者の

円滑な連携体制を構築します。 

・津市と指定管理者による月１回の（仮称）事業推進会議 

 自主事業の実施計画・報告、職員の接客対応、苦情や意見に対す

る対応及び改善に向けた取組、設備・機器の点検等の確認 

・施設サービス、自主事業の実施状況等について市職員による日常的

な実地調査 

・指定管理者による日報及び月次報告書の作成及び報告 

・利用者へのヒアリングやアンケート調査 

・市に本施設の管理運営に係るご意見窓口を設置 

・モニタリング結果の公表 

 

４ 施設修繕への取組 
施設の維持管理については、適時適切に施設・設備の保守管理を行い、

利用者の安全、安心を確保するとともに、日常清掃を行い快適で清潔な施

設環境を維持します。また、予防保全と長寿命化を意識し、必要な改修工

事、経年劣化に伴う箇所の修繕等を計画的に行うとともに、有利な財源と

なる補助金、交付金、地方債等の確保に努めるものとします。 

また、改修中は、休館等による現在の利用者等への影響を最小限に抑え

るため可能な限り工期を短縮するとともに、他の文化ホールとの改修時期

の重複を可能な限り避けるよう取り組みます。 
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⑴ 津リージョンプラザ 
今後も長期にわたり安全で安心できる施設であり続けるため、受変電

設備や空調設備の長寿命化に向けた大規模改修及びお城ホールの客席天

井の改修工事等を行います。 

 

⑵ 白山総合文化センター 
しらさぎホールの音響設備及び照明設備の機能向上や、しらさぎホー

ルの客席及び津市うぐいす図書館の天井について改修工事等を行います。 

 

⑶ サンヒルズ安濃 
舞台機構や、空調設備の遠隔装置の改修を行うとともに、ハーモニー

ホールの客席天井等について改修工事を行います。 

 

  



 

45 

 

第４章 今後の地域ホールの管理運営の方向性 
１ 地域ホールの事業運営の方向性 

地域に密着した催しを近隣の施設で発表、鑑賞できることは、地域住民

が地域活動に参加するきっかけとなるだけではなく、住民同士の新たな心

のつながりが生まれるなど、地域ホールは各地域になくてはならない存在

となっています。 

また、地域ホールはこうした地域の文化芸術の振興拠点であるとともに

敬老会、学校の催しなど、子どもから高齢者の方まで、様々な人々に利用

されており、地域のコミュニティの醸成や地域間の交流を深めるための重

要な拠点施設です。 

こうした状況を踏まえ、地域に密着した施設として、これまでどおり総

合支所及び教育委員会による管理運営を行い、地域の文化芸術、郷土芸能

のほか、地域の小中学生や活動団体の発表や鑑賞の場として、また自治会

や老人会の催事など、地域ホールにふさわしい地元密着型の様々な利用促

進を図り、地域の活動を支援していきます。  
２ 施設経営の方向性 
⑴ 利用促進に向けて 
ア 地域の利用実態を踏まえた運営 

     これまでも地域活動の様々な発表の場として利用実態を踏まえた運

営を行ってきており、引き続き、利用の際のニーズを踏まえた管理運

営や交流事業を行うことで地域活動の活性化を図り利用拡大につなげ

ます。 

 

イ 地域活動の活性化と交流促進のためのＰＲ 

地域の活動を広く知っていただくとともに地域間のさまざまな活動

の交流が広まるよう広報津やホームページ（ＷＥＢページ）を通じて

各地域ホールで行われる活動等の詳細な情報を掲載していきます。 
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ウ 利用者の利便性の向上 

○インターネット予約や使用料金の振込みの取扱いの導入を図るとと

もに、他施設の予約照会やインターネットの活用が難しい方につい

ては仮予約手続の代行など利便性の高い施設サービスに取り組みま

す。 

○利用者からの提案や意見をいかしたサービス改善を行い、利用者に

とって心地よい環境を確保するとともに、利用者の期待に沿うサー

ビスを届けることで、リピーターを獲得し、今以上に市民から親し

まれる施設となるような運営に努めます。 

○ホールの予約開始時期について、地域の利用状況を踏まえ整理しま

す。 

 

エ 使用料等の見直し 

     地域ホールの使用料や減免の取扱いについては、合併前からの経過

や現行の収入状況及び受益と負担の観点を踏まえ在り方を整理します。 

 

⑵ 歳出経費の縮減に向けて 
    業務委託の在り方の整理など利用実績を踏まえた維持管理経費の縮減

に継続して取り組みます。 

 

３ 施設修繕への取組 
施設の維持管理については、適時適切に施設・設備の保守管理を行い、

利用者の安全、安心を確保するとともに、日常清掃を行い快適で清潔な施

設環境を維持します。 

地域ホールにおいては、これまでも屋上や外壁の防水対策とともに舞台

設備などの修繕などを行ってきましたが、今後も地域の様々な活動の拠点

としてあり続けるため、予防保全と長寿命化を意識し、必要な改修工事、

経年劣化に伴う箇所の修繕等を計画的に行います。 

また、修繕にあたっては、有利な財源となる補助金、交付金、地方債等

の確保に努めるとともに地域行事の開催時期への配慮や可能な限り工期の
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短縮をするなど休館等による現在の利用者等への影響を最小限に抑えるよ

うに取り組みます。 
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第５章 文化芸術活動の拠点として 
  津市には１０の市町村が合併したことにより文化芸術活動の拠点となる施

設がそれぞれの地域に整備されています。 

  これらの施設利用を通じて本市文化芸術の振興につなげていくため、各施 

設の役割について「文化ホール」、「創造ホール」及び「地域ホール」として 

位置付けることで、市民の皆さんがそれぞれの活動を行う際に、気軽に文化 

芸術活動に触れ、学び、これまで以上に市民の文化芸術が積極的に展開され 

ることで新たな創造が生まれる施設としてのサービス提供を行っていきます。 

 

１ 文化ホールの姿 
文化ホールにおいては、設置地域における文化芸術活動の拠点としての

利用に加え、鑑賞事業、創造事業及び普及育成事業など劇場法を踏まえた

施策を実施する拠点施設として、ここに行けば、質の高い実演芸術が鑑賞

でき、また、文化芸術活動に携わっている市民の皆さんにとっては演技力

や技術力の向上を図ろうとする際の学びの場として、そしてこれから文化

芸術活動に携わっていく市民の皆さんの人材育成の場としてのサービスが

受けられる施設として運営を行っていきます。 

 

２ 創造ホールの姿 
創造ホールにおいては、安濃地域の文化芸術活動の拠点施設としての利

用とともに、文化芸術活動に取り組んでみえる市民の皆さんが優れた音響

環境や舞台環境が整っている施設において、積極的に練習や稽古、新たな

作品づくりなどの創造活動が展開でき、その成果の発表や気軽にコンサー

トなどの活動が実施できる場として利用いただけるよう、創造活動におけ

る利用料金を光熱水費の実費程度の負担とすることや演劇などの新たな作

品づくりを行う際の長期の継続利用にも対応できる施設とするなど利用者

のニーズに合わせた運営を行い、本市の創造活動の更なる活性化につなげ

ていきます。 
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３ 地域ホールの姿 
地域のホールにおいては、これまでにも地域の文化芸術活動の発表の場

とともに様々な地域の活動拠点として利用されてきました。 

引き続き、地域のコミュニティ活動や日頃の文化芸術活動の発表の場と

して、また地域の伝統芸能や文化の伝承の拠点として、そして身近な場所

で文化芸術活動に触れることができる施設として地域の皆さんの利用ニー

ズを踏まえた運営を行うことで、地域の活性化につなげていきます。 

 

４ 各ホールの関係 
   各ホールは設置地域の文化芸術活動のベースとなる拠点としてそれぞれ

の施設が「地域ホール」としての役割を担うとともに「創造ホール」は全

市域を対象とした創造活動の拠点として、優れた音響や舞台環境の中で気

軽に創造活動が展開されることで、各地域や各団体の文化芸術力の向上に

寄与する役割を果たします。 

また、「文化ホール」においては、質の高い鑑賞事業や創造事業、そし

て普及育成事業など全市域を対象として劇場法を踏まえた事業に取り組む

施設として、そこで展開される事業成果を他のホールに伝承していくこと

で、市域全体の文化芸術活動の振興を図っていきます。 

こうした役割のもと、それぞれの施設が連携し、総合的に施策展開を図

ることで本市の文化芸術の更なる振興を図っていきます。 

 



 

 

 

 


